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№103512月15日号
P02　薬物乱用を社会からなくしましょう
P06　春日市職員の給与や勤務条件など
P09　まもなくお届けします　春日市文化財ガ

イドブック
P10　市からのお知らせ
P16　トピックス
P17　情報ひろば
P23　相談窓口／カンガルー通信

今号の表紙
　11月9日、市民図書館で行われた夜の図書館。来場者たちは、お話し会や
ビブリオバトル（知的書評合戦）などの催しに参加したり、幻想的なあんど
んの明かりの下で思い思いの本を読んだりと、秋の夜長を過ごしました。



春
日
市
薬
物
乱
用
防
止
市
民
集
会

　
市
は
、今
年
を「
春
日
市
薬
物
乱
用
防
止

啓
発
強
調
年
」と
定
め
、そ
の
啓
発
に
努
め

て
き
ま
し
た
。そ
の
一
環
と
し
て
、７
月
15

日
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、春
日
市

薬
物
乱
用
防
止
市
民
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
集
会
で
は
、冒
頭
に
市
長
、教
育
長
が
事

件
に
関
す
る
説
明
を
行
い
、薬
物
乱
用
を

春
日
市
か
ら
な
く
し
て
い
く
こ
と
の
意
志

を
表
明
。そ
の
後
、中な

か
し
ま嶋
敏と
し
つ
ぎ次
さ
ん（
元
厚

生
労
働
省
麻
薬
取
締
官
）が
薬
物
の
現
状

に
つ
い
て
講
演
。最
後
に
濵は
ま
お尾
孝た
か
こ子
さ
ん

（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
指
導

課
長
）が
相
談
窓
口
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

　連日新聞紙面、ニュースの話題に取り上げられている「薬物乱用」に関する事件や事故。
市内でも近年、薬物乱用による交通死亡事故や、覚せい剤の密輸や所持による逮捕事案が
発生しています。
　今年４月には、危険な薬物の所持・使用についての罰則規定も設けられましたが、残念な
ことに、指定薬物の成分構造を変えた新たな薬物が次から次に製造され、また、規制の強化
に伴い流通する薬物の危険性が増しているという状況です。
　春日市・春日市教育委員会は、今年5月の市立小学校元校長の薬物所持による逮捕事件を
受け、今年を薬物乱用防止啓発強調年と定め、集会や講演会、啓発活動などを行ってきまし
た。
　乱用者の心身の健康を侵すばかりか、大切な家族や友人の人生までも大きく狂わせてし
まう「薬物」について、今一度よく考えてみましょう。

※写真は内閣府ウェブサイトから引用。

危険ドラッグ

MDMA

大麻草

MDA

山﨑英利（やまさきひでとし）自治会
連合会会長が集会宣言を行い、会場
全体で再発防止の決意をしました。

春
日
市
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
強
調
年
の

取
り
組
み

を社会からなくしましょう薬物乱用薬物乱用
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依
存
性
の
強
い
薬
物
と
は

薬
物
乱
用
の
定
義

　
薬
物
を
医
療
目
的
以
外
で
使
用
す
る
こ

と
。ま
た
、不
正
に
使
用
す
る
こ
と
。社
会

的
許
容
か
ら
逸
脱
し
た
目
的
や
方
法
で
使

用
す
る
こ
と
。

薬
物
の
流
通
経
路

　
以
前
は
暴
力
団
の
資
金
源
と
し
て
、闇
の

ル
ー
ト
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
入
手
が
主

流
で
す
。そ
の
他
ア
ダ
ル
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
店
舗
で
も
薬
物
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
、地
域
、年
齢
に
関
係
な
く
誰
で
も
簡
単

に
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
薬
物
関
連
の
詐
欺
事
件
も
発
生
し
て
い

ま
す
が
、被
害
者
本
人
も
悪
い
こ
と
を
し

て
い
る
と
い
う
自
覚
が
あ
る
た
め
通
報
せ

ず
、事
件
が
表
沙
汰
に
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

依
存
性
の
強
い
薬
物
の
種
類
と

乱
用
に
よ
る
作
用

▽
ア
ヘ
ン
類
、コ
カ
イ
ン
、覚
せ
い
剤
、

大
麻
、幻
覚
剤
、有
機
溶
剤
な
ど

興
奮・
抑
制・
幻
覚・
幻
聴
作
用
な
ど

を
引
き
起
こ
す

▽
鎮
静
剤
、向
精
神
薬
、鎮
咳
剤

感
情
が
不
安
定
に
な
る
、判
断
力
が

鈍
る
、歩
行
失
調
に
な
る

▽
危
険
ド
ラ
ッ
グ

前
述
の
い
ず
れ
の
作
用
に
も
当
て
は

ま
る

危
険
ド
ラ
ッ
グ
と
は
？

　
覚
せ
い
剤
、大
麻
な
ど
の
規
制
薬
物
と

類
似
し
た
化
学
物
質
を
混
入
さ
せ
た
植
物

片
な
ど
で
、粉
末
状
、液
体
状
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
あ
り
、「
お
香
」「
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
」な
ど
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は「
脱
法
ハ
ー
ブ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、「
合
法
」と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
、

今
年
７
月
に
名
称
が「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
用
が
よ
く
分
か
ら
な
い
た
め
、万
が

一
危
険
な
状
態
に
陥
っ
て
救
急
搬
送
さ
れ

て
も
、適
切
な
対
処
方
法
が
即
座
に
分
か

ら
ず
、死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

危険ドラッグによる
救急搬送件数

（平成21〜26年6月末
　　　　　　　消防庁調査）
搬送　4469人（全国）
以下都道府県別の上位県
東京　 1130人
大阪　　536人
神奈川　512人
愛知　　416人
福岡　　202人

薬物依存の悪循環

※最初は少量で満足できていたものが、量・回数の増加、
作用がより強いものへとエスカレートしていきます。

耐性（※）欲求

中断 精神依存

薬がない！
なんとかして
手に入れない
と！！

薬がないと
不安だなあ

あれっ？
前回より効き
目が弱い？？

薬
物
乱
用
に
よ
る
害

身
体
、精
神
の
依
存

　
一
時
的
な
快
感
→
薬
物
の
渇
望（
や
め

ら
れ
な
く
な
る
）コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可

→
薬
物
の
探
索
行
動
→
再
使
用
の
悪
循
環

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

　
薬
物
乱
用
を
中
断
し
て
い
て
も
、さ
さ

い
な
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
き
っ
か
け
で
、精

神
障
害
が
再
燃
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、一
度
破
壊
さ
れ
た
脳
の
組
織
が

修
復
不
可
能
で
あ
る
た
め
に
起
こ
る
現
象

で
す
。

春
日
市
薬
物
依
存
防
止
講
演
会

　
８
月
20
日
に
は
、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
で「
薬
物
依
存
っ
て
何
？
〜
正
し
い

知
識
を
深
め
よ
う
〜
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の

武む
と
う藤
岳た
け
お夫
さ
ん
を
招
き
、依
存
症
の
正
し

い
知
識
の
習
得
、早
期
発
見
、早
期
治
療
に

関
す
る
適
切
な
対
処
方
法
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、相
談
機
関
、回
復
の
過
程
に
お
け

る
支
援
、社
会
復
帰
、再
発
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

武藤さんの講話に熱心に耳を傾ける講演
参加者。講演終了後には、多数の質問があ
がり、薬物依存に対する関心の高さがう
かがえました。
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そ
の
他
の
取
り
組
み

　
市
は
、５
月
以
降
、市
主
催
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
掛
け
て
き

ま
し
た
。

　
強
調
年
は
年
内
で
終
了
し
ま
す
が
、今

後
も
継
続
的
に
薬
物
乱
用
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

薬
物
乱
用
を
社
会
か
ら
な
く
す
に
は

薬
物
依
存
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
対
応

　
薬
物
乱
用
の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ

る
一
方
、依
存
症
の
治
療
が
で
き
る
医
療

機
関
は
全
国
で
も
少
な
く
、支
援
体
制
が

立
ち
後
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、全
国
69
の
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
内
、11
カ
所
の
セ
ン
タ
ー（
県

下
で
は
、北
九
州
市
立
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）で
は
、再
乱
用
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
採
用
し
、依
存
症
の
治
療
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。こ
れ
は「
認
知
行
動
療
法
」と

い
っ
て「
ど
ん
な
と
き
に
薬
物
を
使
い
た

く
な
っ
た
か
気
付
い
て
も
ら
い
、そ
の
時

に
ど
う
使
わ
ず
切
り
抜
け
る
か
の
対
処
方

法
を
考
え
る
」と
い
う
治
療
法
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
は
一
人
、あ
る
い
は
家

族
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
思
わ
ず
、適
切

な
相
談
先
に
相
談
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す（
次
ペ
ー
ジ
の
相
談
先
参
照
）。

子
ど
も
を
薬
物
依
存
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

親
子
の
会
話
が
薬
物
乱
用
を
防
ぎ
ま

す
。子
ど
も
と
日
頃
か
ら
会
話
を
し
、子
ど

も
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
小
さ
い
頃
か
ら
教
え
ま
し
ょ

う
。

　
薬
物
に
手
を
出
す
前
に
は
子
ど
も
か
ら

の
サ
イ
ン
が
必
ず
あ
り
ま
す
。見
逃
さ
な

い
よ
う
子
ど
も
の
様
子
に
関
心
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
前
に
、少

し
で
も
様
子
が
お
か
し
い
な
と
思
っ
た

ら
、家
族
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
に
、

早
め
に
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

社会を明るくする運動推進大会（7
月12日）の冒頭での薬物関連映画の
上映

いきいきフェスタ（10月26日）で薬
物乱用防止コーナーを設け啓発展示

薬物乱用で体がボロボロに．．．

脳　萎縮する
目　眼底出血がおこる（視力低下、失明）
気管支・肺　急性気管支炎で死亡するこ
とも

骨髄　赤血球が作られなくなる。貧血に
なる

肝臓　食欲不振、黄
おうだん

疸、腹水になる
胃　出血する。胃痛、吐き気、嘔吐

生殖器　萎縮する。生理不順、生殖機能の
低下

まずは．．．

□薬物についての正しい
知識を持つ
□薬物問題に関心を持つ
□薬物乱用の危険性を知
る

・ 家庭生活、社会生活
の破たん

・ 精神錯乱による傷
害、殺人

・ 薬物欲しさに強盗を
するなど二次犯罪の
発生

・ 犯罪組織の資金源

子どもからのサイン
□帰宅が遅くなった。
□理由の分からないお金を欲しがる
ようになった。
□目を合わせて会話し
なくなった。
□親の知らない人と連
絡をとっている。
□うそが多くなった。
イライラしている。

※福岡県だより5月号から引用

依存性の強い薬物がもたらす弊害
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薬物乱用相談窓口

　一人で悩まず、相談してください。
○薬物110番　☎（641）4444

福岡市博多区東公園7‒7（福岡県警本部内）
※事件・事故のときは110番通報をしてください。

○福岡少年サポートセンター（ハートケアふくおか）
　☎（841）7830

（福岡県警本部生活安全部少年課）
○福岡県薬務課麻薬係　☎（651）1111

受付時間　月〜金曜日 午前8時30分〜午後5時
15分
福岡市博多区東公園7‒7（県庁内）

○こころの健康相談
電話相談　専用電話　☎（582）7500
月〜金曜日 午前8時30分〜午後5時15分
来所相談（予約制）　☎（582）7500
月、火、木、金曜日 午前9時〜正午（予約受付／月〜
金曜日 午前8時30分〜午後5時15分）
県精神保健福祉センター（原町3‒1‒7クローバー

プラザ隣）
○〜ひとりで悩まないで！〜「薬物依存家族教室」

☎（582）7500
県精神保険福祉センター相談指導課
　「どんなふうに接したらいいか分からない」「振
り回されたくない」「誰かに話したい」など、薬物依
存で困っている人に。「薬物乱用をやめさせたい」
と良かれと思っての行動が、時に薬物を続けさせ
ることになってしまうこともあります。家族の接
し方が何より大切です。同じ境遇の家族、立ち直っ
た元依存者との出会いを通じて薬物依存の対処法
を学びましょう。

○九州DARC（ダルク）　☎（471）5140
○精神保健福祉相談　☎（513）5585
　毎週水曜日 午後1時〜 3時
　※事前に電話で予約をしてください。

県筑紫保健福祉環境事務所健康増進課精神保健係
（大野城市白

し ら き ば る
木原3‒5‒25）

僕たち私たちは薬物乱用を絶対にしません。
薬物依存のことで困ったことがあったら、 
一人で悩まずにまずは相談をしましょう。

春 

日 

市
・
春 

日 

市 

教 

育 

委 

員 

会

春
日
市
薬
物
乱
用
防
止
市
民
集
会
宣
言

平
成
26
年
７
月
15
日

　

覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物
の
乱
用
は
、使
用
者

の
心
身
を
む
し
ば
み
、健
全
な
家
庭
生
活
と

地
域
社
会
の
安
全
安
心
に
深
刻
な
影
響
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
い
て
、薬
物
乱
用
が
重
大
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
、本
年
５
月
、春

日
市
立
小
学
校
の
元
校
長
が
覚
せ
い
剤
所
持

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件

が
発
生
し
、薬
物
乱
用
の
魔
の
手
が
私
た
ち

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、事
態
の
深
刻
さ
を
た
だ
受
け

止
め
る
だ
け
で
な
く
、今
回
の
事
件
を
契
機

と
し
て
、一
人
ひ
と
り
が
薬
物
乱
用
防
止
の

重
要
性
を
深
く
認
識
し
、全
市
民
で
そ
の
思

い
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、春
日
市
か
ら

覚
せ
い
剤
撲
滅・
薬
物
乱
用
防
止
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、こ
こ
に
、春
日
市
民
の
健
康
と

生
活
を
守
る
た
め
、薬
物
乱
用
を「
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
」と
い
う
強
い
意
志
を

も
っ
て
、安
全
安
心
な
地
域
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
は
あ
な
た
の
体
を
む
し
ば
む

だ
け
で
は
な
く
、あ
な
た
自
身
や
家
族
の
人

生
を
大
き
く
狂
わ
せ
ま
す
。ま
た
、会
社
や

同
僚
、友
人
に
も
迷
惑
を
掛
け
ま
す
。

　
一
度
だ
け
な
ら
、少
し
だ
け
な
ら
…
が
命

取
り
に
な
り
ま
す
。

　

掛
け
替
え
の
な
い
あ
な
た
自
身
の
た
め

に
。あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
。

　

薬
物
に
は
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
強
い

意
志
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

 

春
日
市・春
日
市
教
育
委
員
会
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(1) 職員の給与の状況（再任用は除く）

※職員の給与とは、給料と諸手当の合計額です。
※給料は、職務の種類と内容、職責に応じて、条例で定められた給料表に基づく額が支給されます。
※平均給与月額には、期末手当と勤勉手当は含まれていません。

(2) 諸手当
　諸手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当など、該当する職員に条例で定められた算定方法に基づく
額が支給されます。

　

春
日
市
の
職
員（
臨
時・
嘱
託
職
員
な
ど
を
除
く
）の
数
や
給
与
の
状
況
、勤
務
条
件
な

ど
、人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
春
日
市
は
、民
間
委
託
な
ど
の
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、少
数
の

職
員
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　　職員の任免および職員数の状況

　　職員の給与の状況（平成26年度）

(1) 職員数　396人　（平成26年４月１日現在）

近隣他市との職員数比較
（普通会計における人口1000人当たりの職員数）

※人口に対する職員数（普通会計）は、春日市が全国の市町村で最少
です。

※普通会計の職員数は、特別職（市長、副市長）、教育長、公営企業等会
計部門の職員（下水道・国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療
の業務に従事する職員）を除く全ての職員数です。

(2) 採用者数・退職者数
　平成25年度の退職者18人の補充として、平成26年度に15人を採
用しました。

区　分 平成25年度 平成26年度 増減数
議会事務局 6人 6人
市長事務部局 321人 319人 △2人
教育委員会事務局 66人 65人 △1人
選挙管理委員会事務局 2人 2人
監査事務局 3人 3人
農業委員会事務局 1人 1人

合　計 399人 396人 △3人

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市
3.3人 3.7人 4.1人 4.2人 5.4人

職　種
（採用職種）

平成25年度 平成26年度採用者数
採用者数 退職者数 新規採用 再任用

一般事務 13人 11人 7人 3人
保健師 − − 1人 −
保育士 1人 4人 2人 −
土木技師 4人 − − −
文化財技師 − − 1人 −
技能労務職 − 3人 − 1人

合　計 18人 18人 11人 4人

総務省自治行政局「類似団体別職員数の状況（平成25年4月1日現在）」
から作成

■任命権者別職員数

区　分 初任給 平均年齢（4月1日現在） 平均給料月額（4月分） 平均給与月額（4月分）

一般行政職
大学卒 17万2200円

40.1歳 31万3532円 38万5347円短大卒 15万5700円
高校卒 14万4500円

技能労務職 高校卒 14万1900円 57歳 37万675円 40万7979円

2

1 春
日
市
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど

春
日
市
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど

お知らせ

※△は減少を表しています。
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　　職員の分限および懲戒処分の状況

　　職員の勤務時間その他の勤務条件

　　職員の服務の状況
(1) 服務上の義務
　職員には、地方公務員法により、「法令等及び上
司の職務上の命令に従う義務」、「信用失墜行為の
禁止」、「秘密を守る義務」、「職務に専念する義務」、
「政治的行為の制限」、「争議行為等の禁止」、「営利
企業等の従事制限」など、服務上の義務が課せられ
ています。

(2) 職務に専念する義務の免除の状況
　職員の職務に専念する義務の特例に関する条例
により、研修を受ける場合、厚生に関する計画の実
施に参加する場合などに、職務に専念する義務が
免除されることがあります。

(3) 営利企業等の従事の許可状況
　職員は、営利企業の役員になったり、報酬を得て事
業や事務に従事したりすることはできません。
　ただし、職務の遂行に支障や影響がなく、地方公務
員としての信用を傷つける恐れがない場合は、許可
されることがあります。

(1) 分限処分（平成25年度）
　分限処分とは、職員の勤務実績が良くない場合
や、疾病のためにその職責を果たせない場合など
に、公務能率の維持およびその適正な運営の確保
を図るために行う不利益処分のことです。

(2) 懲戒処分（平成25年度）
懲戒処分とは、職員に職務上の義務違反や公務員
としてふさわしくない非行がある場合に、公務にお
ける規律と秩序の維持を目的に行う不利益処分のこ
とです。

区 分 休 職 降 任 免 職 合 計
人 数 7人 ０人 ０人 7人

区 分 戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計
人 数 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

項　目 平成24年度 平成25年度
職務に専念する
義務の免除 152件 150件

項　目 平成24年度 平成25年度

営利企業等の従事の許可 4件 21件

(1) 勤務時間（平成26年度）
　①1週間の勤務時間
　　38時間45分（1日当たり7時間45分）
　②勤務時間の割り振り
　　基本的な勤務時間　午前8時30分〜午後5時
　　（休憩時間　午後0時15分〜午後1時）
　　※部署によっては変則勤務があります。

(3) 育児休業などの取得者数
項　目 平成24年度 平成25年度

育児休業取得者数 男性 ０人 ０人
女性 16人 12人

育児部分休業取得者数 男性 0人 ０人
女性 ５人 8人

項　目 平成24年度 平成25年度
職員1人当たりの
平均年次有給休暇取得日数 12.3日 11.8日

※変則勤務の職場などを除きます。

(2) 休暇
休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介
護休暇、組合休暇があります。

5

4

3
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(1) 職員研修の状況（平成25年度）　総事業費　567万5000円

(2) 勤務成績の評定状況
　職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。
また、平成21年度から、組織の業績向上と人材育成を目的とする、新たな人事評価制度を導入しています。

(1) 職員互助会
　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の
実施、相互扶助や親睦を図ることを目的として、会
員の掛け金と市の助成金で運営しています。
　主な事業
　⑴福利厚生事業　⑵慶弔給付事業　⑶貸付事業

(2) 職員の健康管理
　職員の健康を維持するため、健康診断を実施し
ています。

(3) 共済制度
　福岡県市町村職員共済組合に加入し、共済組合

区　分 主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 管理職研修
文書事務研修など 9コース（18回） 延べ840人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所
市町村職員中央研修所など 114コース（114回） 延べ218人

合　計 123コース（132回） 延べ1058人

■予算、決算の状況
区　分 平成25年度決算 平成26年度予算

市の助成金 671万4000円 680万1000円
会員の掛け金 716万4000円 755万6000円

平成25年度受診者数
392人

区　分 件　数
公務災害 4件
通勤災害 2件

　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復、その他厚生に関する事項を計画的に実施しています。

が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健
康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

(4) 公平委員会の状況
　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本
権の一部が制限されています。このため、中立的な
機関である公平委員会に対して、身分上および経
済上の権利・利益の保護を求めることができるよ
うになっています。
　平成25年度は、適正な勤務条件の確保に関する
「勤務条件に関する措置の要求」および身分保障を
確実にするための「不利益処分に関する不服申立
て」はありませんでした。

(5) 公務災害・通勤災害の状況（平成25年度）
　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、
その災害によって受けた傷病について治療費など
が補償されます。

　　職員の研修および勤務成績の評定の状況

　　職員の福祉などの状況

総務課人事担当
☎（584）1111 F（584）1145

　より詳しい内容は、市役所２階情報公
開コーナーや市ウェブサイトで見ること
ができます。

6

7

※慶弔給付事業は、市助成金の対象外です。
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  　 「昔を知ろう 今を知ろう なるほど！春日の文化財」  　 「昔を知ろう 今を知ろう なるほど！春日の文化財」
まもなくお届けします 春日市文化財ガイドブック

　春日市は、市内全域にたくさんの貴重な文化財が点在します。
　こうした文化財を広く市民の皆さんに知ってもらうため、この度、ガイドブックを作
成し、1月1日号と一緒に全世帯に配布します。
　春日市ＰＲ大使「かすがくん・あすかちゃん」もガイドブック作成に協力していま
す。皆さん、お楽しみに。

問い合わせ先　奴国の丘歴史資料館　☎（501）1144　F（573）1077

市 報 か す が
平成26年12月15日9

お楽しみに!! やったー!!
春日市の文化財ガイドブックが

できあがったぞー!!

ドドドド ンンンン

王墓の上石

他
の
た
く
さ
ん
の

文
化
財
も
、

み
ん
な
に
知
っ
て

欲
し
い
ね
！

１
月
１
日
号
の
市
報
と

一
緒
に
お
届
け
し
ま
す

家
族
み
ん
な
で

　
　
読
ん
で
ね
！

や
る
か
？

や
り
ま
し
ょ
う
！

春
日
市
に
は
、

た
く
さ
ん
の
文
化
財
が

あ
る
よ
ね

奴
国
の
王
様
の
お
墓
も

見
つ
か
っ
た
ん
だ
よ
ね

そ
し
て
２
人
は
、

来
る
日
も
来
る
日
も

春
日
市
を
駆
け
回
っ
た
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現
在
、集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
駐
車
場
の
地
下

に
、雨
水
貯
留
施
設
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、１
万
５
５
０
０
㎥
の

水
を
貯
留
で
き
る
施
設
で
、小
倉
東
、若

葉
台
西
、宝
町
、大
和
町
、サ
ン・
ビ
オ
、

日
の
出
町
な
ど
、多
く
の
地
区
の
浸
水

被
害
の
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
工
事
に
際
し
て
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施
工
業
者　

三
井
住
友・
𠮷
山
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

工
事
契
約
期
間　
９
月
30
日
〜
平
成
28

年
１
月
29
日

問
い
合
わ
せ
先　
下
水
道
課
施
設
担
当

gesui@
city.kasuga.fukuoka.

jp

小倉第２雨水貯留施設を築造工事中
下水道課 施設担当　☎（584）1111　F（584）1143

一
人
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

や
寡
婦
の
人
を
対
象
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、技
能
習
得
の
た

め
の
通
学
や
疾
病
な
ど
で
、一
時

的
に
生
活
援
助
や
子
育
て
支
援
が

必
要
な
と
き
に
支
援
員
を
派
遣
し

て
、身
の
回
り
の
世
話
や
保
育
を

行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、事
前
登
録
と
利
用
申
請
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、利
用
回
数
の
制
限
や
所

得
に
応
じ
た
利
用
者
負
担
金
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

ひとり親家庭等日常生活支援事業を利用しませんか　
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111　F（584）1115

平
成
26
年
度
市
民
税・
県
民
税
が
非

課
税
の
人
に「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

を
、課
税
さ
れ
る
児
童
手
当
の
受
給
者
に

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　

延
長
し
て
い
た
申
請
受
付
期
間
が
、12

月
26
日
㈮
で
終
了
し
ま
す
。必
ず
申
請
期

限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
申
請
し
た
人
も
、同
じ
世
帯
で

申
請
し
忘
れ
て
い
る
人
が
い
な
い
か
再
度

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
の
対
象
者
か
ど
う
か
を
電
話
な
ど

で
答
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
税
額
の
変
更
に
伴
い
非
課
税
に
な
っ
た

人
も「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
対
象
で

す
。

申
請
期
限　

12
月
26
日
㈮　

午
後
５
時

（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
７
０
７
）１
１
９
０

F（
５
８
４
）１
１
４
２

※
詳
し
く
は
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て

く
だ
さ
い
。

▽
春
日
市
２
つ
の
給
付
金

http://w
w

w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/tetuzuki/fukusi/
rinjifukusi.htm

l

▽
厚
生
労
働
省
２
つ
の
給
付
金

http://w
w

w
.2kyufu.jp/

「２つの給付金」申請受け付けを終了します
福祉計画課 地域福祉担当　☎（584）1111　F（584）1142

完成予想図

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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国
民
健
康
保
険
の
平
成
25
年
度
特
定

健
診
受
診
率（
速
報
値
）は
、福
岡

県
全
体
の
加
入
者
が
３０・
０
％
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、春
日
市
の
加
入
者
は
21・３
％

と
、福
岡
県
内
６０
市
町
村
中
５８
位
で
し
た
。

　

平
成
２４
年
度
受
診
率
よ
り
１・
３
％
伸

び
ま
し
た
が
、県
内
で
見
れ
ば
引
き
続
き

最
下
位
に
近
い
結
果
で
す
。

平
成
２５
年
度
特
定
健
診
受
診
結
果（
速
報
値
）

　

受
診
結
果
を
見
て
み
る
と
、内
臓
脂
肪

症
候
群
と
そ
の

予
備
群
の
該
当

者
は
、平
成
２４
年

度
に
引
き
続
き
、

受
診
者
の
４
分

の
１
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
症
候
群
の
状
態
が
続
く
と
、

動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
し
た
り
、糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
発
症
し
た
り
す
る

危
険
性
が
増
大
し
ま
す
。

健
診
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト

○
内
臓
脂
肪
症
候
群
の
早
期
発
見

　
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
内
臓
脂
肪

症
候
群（
肥
満
、高
血
糖
、高
血
圧
な
ど
）

の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
お
り
、生

活
習
慣
病
に
よ
る
重
症
化
や
死
亡
を
予

防
、回
避
で
き
ま
す
。

　

速
報
値
に
よ
る
と
、平
成
２４
年
度
に

内
臓
脂
肪
症
候
群
や
そ
の
予
備
群
に
該

当
し
て
い
て
、平
成
２５
年
度
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
人（
改
善
し
た
人
）の
割
合

は
、１６・５
％
で
す
。

○
実
行
し
や
す
い
生
活
習
慣
改
善
目
標

　
平
成
２５
年
度
受
診
結
果
で
特
定
保
健

指
導
の
対
象
と
な
っ
た
人
は
１５・
１
％

で
、そ
の
う
ち
指
導
を
終
了
し
た
人
の

割
合
は
２７・５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
人

は
、専
門
家
か
ら
の
適
切
な
助
言
を
受

け
る
こ
と
で
き
ま
す
。

　
健
康
状
態
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
実
行
し
や
す
い
目
標
を
立
て
、

生
活
習
慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

○
医
療
費
の
抑
制

　

特
定
健
診
を
継
続
的
に
受
診
し
、健

康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
で
、生
活
習

慣
病
に
か
か
る
人
が
減
少
し
ま
す
。こ

れ
が
、結
果
的
に
皆
さ
ん
が
納
め
た
保

険
税
で
負
担
し
て
い
る
医
療
費
の
抑
制

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
今
年
度
の
特
定
健
診
は
平
成
27
年
２
月

28
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。生
活
習

慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、毎
年

定
期
的
に
健
診
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

特定健診を受けましたか？　早めに受診しましょう
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

順位 地区名 受診者数
（人）

対象者数
（人）

受診率
（％）

１ 平田台 110 344 32.0
２ 白水池 82 259 31.7
３ 惣利 128 406 31.5
４ 松ヶ丘 152 500 30.4
５ 塚原台 74 269 27.5
６ 春日原南 47 173 27.2
７ 小倉東 60 237 25.3
８ 紅葉ヶ丘 222 907 24.5
９ 大谷 144 594 24.2
9 サン・ビオ 62 256 24.2
11 春日公園 107 454 23.6
12 下白水南 161 699 23.0
13 若葉台東 54 238 22.7
14 泉 57 255 22.4
15 若葉台西 98 442 22.2
16 春日 109 500 21.8

春日市平均受診率 21.3
17 大土居 54 260 20.8
17 ちくし台 60 289 20.8
19 岡本 74 358 20.7
20 弥生 103 501 20.6
21 下白水北 106 524 20.2
22 白水ヶ丘 83 413 20.1
23 天神山 109 550 19.8
24 昇町 165 854 19.3
25 上白水 171 911 18.8
26 春日原 110 590 18.6
26 小倉 106 569 18.6
28 須玖北 124 680 18.2
29 須玖南 127 725 17.5
30 日の出町 70 432 16.2
31 桜ヶ丘 82 514 16.0
32 宝町 49 315 15.6
33 光町 44 291 15.1
34 千歳町 52 363 14.3
35 大和町 11 124 8.9
春日市全体 3367 1万5796 21.3

■平成25年度特定健康診査地区別受診率

政治家の寄附は禁止　有権者が求めることも禁止
　選挙の有無にかかわらず、政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されていま
す。また、有権者が政治家に寄

き ふ
附や贈り物を求めるこ

とも禁止されています。
　年賀、結婚や卒業のお祝い、病気のお見舞い、香典、
中元、歳暮、祭りやイベントへの寄附、差し入れなども

禁止の対象です。
　「贈らない・求めない・受け取らない」という寄附禁
止の決まりを守って、明るい選挙を実現しましょう。
問い合わせ先　選挙管理委員会事務局選挙担当

☎（584）1111　F（584）1141

13.3％

12.0％

該当者
予備群

受診者の内、内臓脂肪症候群脂
肪症候群および予備群の割合■受診者の内、内臓脂肪症候
群とその予備群の割合
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介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、以
下
の
事
項
を
市

町
村
の
条
例
で
定
め
ま
す
。

▽
介
護
予
防
支
援（
要
支
援
者
へ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

な
ど
）に
関
す
る
基
準

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
基
準

　
こ
の
条
例
に
関
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
し
、皆
さ

ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

市
の
考
え
公
表
期
間　
12
月
15
日
㈪
〜
平
成
27
年
１
月

14
日
㈬

市
の
考
え
公
表
場
所　

高
齢
課（
市
役
所
１
階
）、市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

意
見
募
集
期
間　
平
成
27
年
1
月
14
日
㈬（
必
着
）ま
で

意
見
提
出
方
法　

意
見
を
書
い
た
文
書
を
郵
送
、フ 

ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
送
る（
窓

口
提
出
可
）

※
集
ま
っ
た
意
見
は
、こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
と

と
も
に
、個
々
の
意
見
を
整
理
し
た
上
で
公
表
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

kaigo@
city.kasuga.fukuoka.jp

http://w
w

w
.city.kasuga.fukuoka.jp/

介護保険に関する条例制定への意見募集
高齢課 高齢者支援担当　☎（584）1111　F（584）3090

平
成
26
年
度
中
に「
春
日
市
高
齢
者
福
祉
計

画・
介
護
保
険
事
業
計
画
」の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険

に
関
す
る
意
識
と
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、実
態

調
査
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
集
計
結
果（
下
表
参

照
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、高
齢
者
の
生
活
に
対

す
る
考
え
方
や
、市
が
抱
え
る
高
齢
者
福
祉
の
課

題
な
ど
が
見
え
て
き
ま
し
た
。こ
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え「
高
齢
者
福
祉
計
画・
介
護
保
険
事
業
計

画
」の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

○
高
齢
者
福
祉
計
画・
介
護
保
険
事
業
計
画
素
案

に
対
す
る
意
見
募
集

　
市
は「
高
齢
者
福
祉
計
画
２
０
１
５・第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。こ
の
計
画
は
、平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま

で
の
高
齢
者
福
祉
施
策
と
介
護
保
険
事
業
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
素
案
を
公
表
し
、皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
意
見
は
、個
々
の
意
見
に
対
し
て

の
回
答
で
は
な
く
、市
の
考
え
方
と
と
も
に
整

理
し
、公
表
し
ま
す
。

素
案
公
表
期
間　
12
月
15
日
㈪
〜
平
成
27
年
１

月
14
日
㈬

素
案
公
表
場
所　

高
齢
課（
市
役
所
１
階
）、市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

意
見
募
集
期
間　

平
成
27
年
１
月
14
日
㈬（
必

着
）ま
で

意
見
提
出
方
法　
意
見
を
書
い
た
文
書
を
窓
口

で
直
接
提
出
す
る
か
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
送
る

提
出・
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
課
高
齢
者
支
援

担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

kaigo@
city.kasuga.fukuoka.jp

http://w
w

w
.city.kasuga.fukuoka.

jp/

市高齢者福祉計画・介護保険事業計画見直しに関する意見募集
高齢課 高齢者支援担当　☎（584）1111　F（584）3090

調査名称 調査時期 対象者 有効回収数（割合）

⑴ 高齢者の日常生活と
介護保険に関する調査

平成26年4〜5月

要支援・要介護認定を受け
ていない満65歳以上の人か
ら無作為抽出した1200人

738件（65.3％）

⑵ 介護保険サービス
利用者実態調査

介護保険の居宅サービスを利
用している満65歳以上の人か
ら無作為抽出した1000人

680件（68.0％）

■実態調査集計結果
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市
は
、在
宅
の
障
が
い
者
で

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人

に
、「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」を

交
付
し
、初
乗
運
賃
相
当
額（
小
型

は
５
７
０
円
、中
型
は
５
９
０
円

上
限
）の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、ま
だ
申
請
を
行
っ
て

い
な
い
人
は
、申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人（
施
設
な
ど
の
入
所

者
を
除
く
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

い
て
、視
覚
障
害
１・
２
級
、下

肢・体
幹・移
動
機
能
障
害
を
含

む
１・２
級
、心
臓・じ
ん
臓・呼

吸
器・ぼ
う
こ
う・直
腸・小
腸・

免
疫・
肝
臓
機
能
障
害
１
級
の

人
▽
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る

人
▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
人

交
付
枚
数　
48
枚

申
請
方
法　
該
当
す
る
手
帳
を
持

参
し
て
申
請
す
る

申
請
先　
福
祉
支
援
課
障
が
い
担

当（
市
役
所
１
階
）

平成26年度分福祉タクシー利用券の申請はお済みですか
福祉支援課 障がい担当　☎（584）1111　F（584）3090

平
成
24
年
８
月
に｢

子
ど
も・
子

育
て
３
法｣

が
制
定
さ
れ
、平

成
27
年
４
月
か
ら｢

子
ど
も・子
育
て

新
制
度｣

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
新
制
度
施
行
に
伴
い
、市
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る｢

春
日
市

子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画｣

を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
審
議
を
経

て
、計
画
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

素
案
公
表
、意
見
募
集
期
間　

12
月

18
日
㈭
〜
平
成
27
年
１
月
９

日
㈮

素
案
公
表
場
所　

こ
ど
も
未
来
課

（
市
役
所
２
階
）、子
育
て
支

援
課（
須
玖
南
１
ー
１
２
０

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
内
）

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
ま

す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人

▽
市
内
に
事
務
所
か
事
業
所
を
有
す

る
個
人
、法
人

▽
市
内
に
通
勤
、通
学
す
る
人

▽
そ
の
他
、計
画
内
容
に
関
係
が
あ

る
人

意
見
提
出
方
法　

こ
ど
も
未
来
課
、

子
育
て
支
援
課
、市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
あ
る
専
用
の
意

見
書
様
式
に
、意
見
、住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
、郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
送
る
か
、直
接

窓
口
に
提
出
す
る

※
住
所
、氏
名
の
記
載
が
な
い
も
の

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
は
、後
日（
平
成
27
年
２
月
予

定
）、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、市
こ
ど
も

未
来
課
、子
育
て
支
援
課
窓
口
で
公

表
し
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
除
き
ま
す
。

※
個
人
や
法
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
も

の
、本
計
画
に
関
連
の
な
い
も
の

な
ど
、回
答
が
で
き
な
い
、ま
た
は

適
切
で
な
い
と
判
断
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、市
の
考
え
方
の
公
表

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
こ
ど
も
未
来
課
保
育
所
担
当（
市

役
所
２
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
１
５

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
担
当

（
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
２
階
）

☎（
５
８
４
）１
０
１
0

F（
５
８
４
）７
７
３
９

春日市子ども・子育て支援事業計画素案に対する意見募集
こども未来課 保育所担当　☎（584）1111　F（584）1115

一
人
親
家
庭
の
母
ま
た
は

父
や
寡
婦
の
生
活
の
安

定
と
、そ
の
子
ど
も
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、各
種
資
金

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

就
学
支
度
資
金（
入
学
金
な

ど
）や
修
学
資
金（
授
業
料
な

ど
）、技
能
習
得
資
金
な
ど
全
部

で
12
種
類
の
貸
し
付
け
が
あ
り

ま
す
。た
だ
し
、収
入
な
ど
の
貸

し
付
け
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、貸
し
付
け
説
明
会（
主

に
、就
学
支
度
資
金・
修
学
資

金
）を
平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

県母子父子寡婦福祉資金制度
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111　F（584）1115
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平
成
26
年
度
市
民
健
康
診
査
は
、こ
れ
ま

で
に
大
変
多
く
の
人
が
受
診
し
て
い
ま

す
。健
康
診
査
は
、自
分
の
体
を
守
る
だ
け
で
な

く
、家
族
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
大
切
な
も

の
で
す
。

　
「
自
分
は
健
康
だ
か
ら
受
け
な
く
て
も
大
丈

夫
」と
思
っ
て
い
る
人
や「
健
診
の
受
診
を
ど
う

し
よ
う
か
な
」と
迷
っ
て
い
る
人
も
、自
分
の
健

康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
き
っ
か
け
に
、ぜ
ひ

市
民
健
診
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
を
希
望
す
る
人
で
、「
市
民
健
康
診
査
の

ご
案
内
」を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、再
度
送
付
し

ま
す
の
で
健
康
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
平
成
27
年
２
月
28
日
㈯
ま
で

※
集
団
健
診
は
２
月
22
日
㈰
が
最
終
日
で
す
。

受
診
方
法

▽
集
団
健
診（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
の
健
診
）

健
康
診
査
、各
種
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
集
団
健
診
申
込
ハ

ガ
キ
」で
、事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
個
別
健
診（
指
定
医
療
機
関
で
の
健
診
）

受
診
す
る
曜
日
や
時
間
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。直
接
医
療
機
関
に
予
約
が
必
要
で
す
。

受
診
の
際
は「
個
別
健
診
カ
ー
ド
」を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
健
診
申
込
ハ
ガ
キ
と
個
別
健
診
カ
ー
ド

は
、「
市
民
健
康
診
査
の
ご
案
内
」に
同
封
し

て
い
ま
す
。

市民健診の申し込みは済んでいますか
健康課課 健康増進担当　☎（501）1134　F（501）0051

平成27年春日市成人式
　20歳の門出を祝う成人式を行います。
　当日は、式典の他、成人式実行委員会による企画、
集合写真の撮影を行います。
※座席数に限りがありますので、新成人以外の人は、

介助などの特別な理由がある場合以外入場を控え
てください。

対象　平成6年4月2日〜平成7年4月1日に生まれた
人

※11月30日現在で市に住民登録がある対象者には、
案内状を送付しています。なお、市外に住んでいる
新成人も出席できます（事前申込不要）。詳しくは、
市ウェブサイトを見てください。

日時　平成27年1月12日㈪
午前10時〜正午（開場／午前９時30分）

会場　ふれあい文化センター新館スプリングホール
（大谷6ｰ24）

※できるだけ公共交通機関を利用して来場してくだ
さい。

※受け付けはありませんので、各自入場してくださ
い。

問い合わせ先　社会教育課社会教育担当
☎（575）4121
F（593）7380

syakai@city.kasuga.fukuoka.jp

年
末
年
始
の
ご
み・
し
尿
の
収
集
を

休
み
ま
す
。

○
ご
み
収
集
休
み

12
月
31
日
㈬
〜
平
成
27
年
１
月
３
日
㈯

※
12
月
31
日
㈬
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集

は
、12
月
30
日
㈫
に
振
り
替
え
て
収

集
し
ま
す
。

○
し
尿
収
集
休
み

12
月
29
日
㈪
正
午
〜
平
成
27
年
１
月
４

日
㈰

○
浄
化
槽
清
掃
休
み

12
月
30
日
㈫
〜
平
成
27
年
１
月
４
日
㈰

○
自
己
搬
入
休
み

▽
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

12
月
30
日
㈫
〜
平
成
27
年
１
月
４
日

㈰
▽
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
南
部

12
月
31
日
㈬
午
後
３
時
〜
平
成
27
年

１
月
４
日
㈰

ごみ・し尿の収集などの年末年始の休み
ごみ減量課 ごみ減量担当　☎（584）1111　F（584）1147

飼い主からの犬・ネコ
引き取り業務休み

年末年始の休み　12月26日㈮〜平成
27年1月7日㈬

問い合わせ先　筑紫保健福祉環境事
務所保健衛生課
☎（513）5599
F（513）5598
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市嘱託・臨時職員を募集します

業務内容　奴国の丘歴史資料館事業の企画、運営や民
俗文化財の調査・研究など

対象　民俗学を履修し、学芸員資格を有する人（平成
26年度中の資格取得見込み者を含む）

任用期間　平成27年4月1日〜平成28年3月31日
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時（途中60分の休憩
あり）

報酬　月額19万2800円（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費支給なし）

募集人員　1人

選考方法　論文、面接（平成27年2月9日㈪予定）
応募方法　平成27年2月2日㈪（必着）までに、履歴書、

学芸員資格証の写し、大学での単位取得証明書を
提出する（郵送可）

応募先　奴国の丘歴史資料館（〒816ｰ0861岡本3ｰ
57）

業務内容　保育所および入所児童の健康管理、衛生指導、保
育、事務など

対象　看護師資格を有し、看護師としての勤務経験がある
人

任用期間　平成27年4月1日〜平成28年3月31日（更新の
場合あり）

勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時のうち7時間30分（途
中60分の休憩あり）

勤務場所　須玖保育所（須玖南2ｰ120）
報酬　月額18万600円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　1人
応募方法　平成27年1月20日㈫（必着）までに、履歴書と看
護師資格証の写しを提出する（郵送可）

応募先　こども未来課保育所担当（〒816ｰ8501春日市役
所）

業務内容　保育に関する業務
対象　保育士証を有する人
任用期間　平成27年4月1日〜9月30日（平成28年3月31
日まで更新の場合あり）

勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時〜午後7時のうち7時間45分（途中45

分の休憩あり）
勤務場所　昇町保育所（昇町3ｰ159）、須玖保育所（須玖南2

ｰ120）
報酬　日額7000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞与・交
通費支給なし）

募集人員　10人程度
選考方法　面接
応募方法　平成27年2月6日㈮（必着）までに、履歴書と保
育士証の写しを提出する（郵送可）

応募先　こども未来課保育所担当（〒816ｰ8501春日市役
所）

※上記の他、保育所の臨時職員を随時募集していますので、
気軽に問い合わせてください。

看護師（嘱託）

資料館事業運営コーディネーター（嘱託）

保育士（臨時）

４
月
１
日
か
ら
勤
務
す
る
、市
の
嘱
託・
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

問い合わせ先　文化財課文化財担当
（501）1144 F（573）1077

問い合わせ先　こども未来課保育所担当
（584）1111 F（584）1115

問い合わせ先　こども未来課保育所担当
（584）1111 F（584）1115



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

筑紫地区少年愛護連盟
善行者表彰式

　他の模範となる行動をとった小・中学生や高校生を表
彰する平成26年度善行者表彰式（筑紫地区少年愛護連盟
主催）が、11月11日、筑紫野市生涯学習センターで行わ
れ、春日市からは、個人1人と1グループ6人、1団体が表
彰されました。
　式典で、来賓の間

ま ぶ
普さん（春日警察署生活安全管理官）

は「困っている人に手を差し伸べる温かい気持ちをずっと
持っていて欲しい」と祝辞を述べました。
表彰理由・春日市の受賞者（敬称略）
▷9月22日、電車が接近している踏み切り内に、自転車で

取り残されたインド出身の人を、6人で協力して助け 

 

 
出した。

　石
いしばし

橋智
さ と み

美、大
おおいし

石莉
り さ

紗、平
ひらまつ

松海
か い り

里、古
ふるかわ

川真
ま ほ

帆、松
まつたけ

竹恵
え り

理、
山
やまわき

脇悠
ゆ き な

希菜（春日野中3年）　
▷5月上旬の早朝、転倒し出血した高齢者を助け起こして

手当てをし、救急車を呼ぶように近くの大人に依頼した。
　小

こ み や
宮　楓

かえで
（春日北中2年）　

▷年間60日にわたり、各地区や学校の行事を手伝っている。
　ボランティア隊（春日西中）　

火の元の確認を

秋季火災予防街頭啓発
　11月10日、西鉄春日原駅前で春日・大野城・那珂川消防署員と春日市女性
消防団員による秋季火災予防の街頭啓発を行いました。
　当日は、春日市ＰＲ大使「かすがくん」も啓発活動に参加し、仕事や学校帰
りの人たちに火の用心を呼び掛けました。
　空気が乾燥しやすいこの時季は、火災の発生率が高くなります。外出・就寝時には火の元の確認を徹底し、火災を防ぎ
ましょう。

仕
事
や
学
校
帰
り
の
人
に
火
の

用
心
を
呼
び
掛
け
る
署
員
た
ち

表
彰
式
集
合
写
真（
中
高
校
生
）

　　　

　11 月 9 日、塚原台公民館でスカットボール大会が開催され、地区住民約

60 人が参加しました。

　スカットボールとは、スタートラインからゲートボールのようなスティッ

クでボールを打ち、5、3、2 点など得点穴に入れる競技です。子どもたち

も大人にルールを教えてもらいながら、チームに分かれて競技を楽しみました。

　スカットボールで汗を流した後は、参加者全員で手作りカレーを食べ、さらに参加者同士の交流を深めました。

　当初予定していた秋のクリーン作戦とグラウンド・ゴルフ大会が雨のために中止となり、公民館内での交流会とな

りましたが、幼児からお年寄りまで世代間の交流を深める良い機会となりました。（広報レポーター　駒
こまむら

村志
し ほ

保）

塚原台地区　スカットボール大会 ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む

参
加
者

16市 報 か す が
平成26年12月15日
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イ
ベ
ン
ト

市
民
図
書
館

朗
読
会
参
加
者
募
集

　

昨
年
ま
で
10
年
以
上
に
わ
た
り
続

い
て
き
た「
春
日
市
民
図
書
館
米よ

ね
く
ら倉

斉ま
さ
か
ね
加
年
朗
読
会
」で
す
が
、米
倉
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、米
倉
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぎ
、

日ひ
い
ろ色
とと

も

え
も
ゑ
さ
ん（
劇
団
民
藝
）に
よ
る

朗
読
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
25
日
㈰

午
後
2
時
〜（
開
場
／
午
後
１

時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

朗
読
作
品　
「
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い

だ
っ
た
と
き
」（
茨い

ば
ら
き木
の
り
子
）、

「
伊
豆
の
踊
り
子
」（
川か

わ
ば
た端
康や
す
な
り成
）

他

定
員　
２
５
０
人

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

わ
く
わ
く
歴
史
体
験

ぺっ
た
ん
！
餅
つ
き
で
お
正
月

　

昔
な
が
ら
の
道
具（
臼
と
き
ね
）を

使
っ
て
餅
を
つ
き
、正
月
の
伝
統
行
事

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

※
小
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
17
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
お
わ
ん
、箸

申
込
方
法　
12
月
17
日
㈬
〜
平
成
27
年

１
月
16
日
㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、年

齢
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

日
時　
平
成
27
年
１
月
14
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福　

祉

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
全
て
献
血
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長
期
間

に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、年
齢
や
体
重
な
ど
、献
血
に
は

一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時・場
所

▽
12
月
22
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、午

後
１
時
30
分
〜
４
時

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
ロ
ビ
ー（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

▽
12
月
26
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、午

後
１
時
30
分
〜
４
時

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

子
育
て

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、毎
月
、生

後
２
カ
月
か
ら
６
カ
月
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、お
出
掛
け
デ

ビ
ュ
ー
や
、友
達
づ
く
り
を
応
援
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
７
月
〜
10
月
生
ま
れ
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者（
２
日
間
と
も

参
加
で
き
る
人
）

※
初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児・
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
７
日
㈬
、14
日

㈬午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南
２ 

ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　

12
月
16
日
㈫
〜
27
日
㈯

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、生
年
月
日
、居
住
地

区
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
を
対
象
と
し
た
、離
乳
食
の

作
り
方
や
進
め
方
を
学
ぶ
教
室（
離
乳

食
中
期
以
降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　
託
児
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
の

保
護
者

日
時　
平
成
27
年
１
月
21
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
名

前
を
記
入
）

託
児　

15
人（
申
込
先
着
順
、１
人

３
０
０
円
）

申
込
方
法　

12
月
15
日
㈪
〜
26
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　
夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
３
月・
４
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

※
初
産
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
17
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　
１
組
４
０
０
円

定
員　
16
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
１
月
５
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
）、年
齢
、電
話
番
号
、出

産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
表
面
に
は
住
所
、氏

名
を
書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

環　

境

始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活

参
加
者
募
集

　
「
生
ご
み
た
い
肥
で
育
っ
た
野
菜
の

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」と
題
し
、台
所
か
ら

出
た
生
ご
み
肥
料
で
育
て
た
野
菜
の

ホ
ー
ル
フ
ー
ド
料
理（
食
材
を
丸
ご
と

使
っ
た
料
理
）を
作
り
ま
す
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
14
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

料
理
実
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

材
料
費　
２
０
０
円

申
込
方
法　

12
月
15
日
㈪
〜
26
日
㈮

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
後
日
、持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
の
詳

細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo
@

city.kasuga.fu 
kuoka.jp

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
の
基
材
に
生
ご
み

を
混
ぜ
て
微
生
物
の
力
で
生
ご
み
を
分

解
さ
せ
、簡
単
に
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
堆

肥
を
作
る
も
の
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、参
加
者
は
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
具
の
購
入
費
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程

▽
平
成
27
年
１
月
27
日
㈫

▽
平
成
27
年
２
月
24
日
㈫

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
学
習
室
１（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
各
回
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、印
鑑

（
購
入
費
補
助
希
望
者
の
み
）

申
込
方
法　
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、電
話
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
相
談
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。現
在
生
成
中
の
堆

肥
を
、ビ
ニ
ー
ル
袋
に
一
握
り
程
度

入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推

進
課

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

空
き
巣
に
注
意
！

　
平
成
26
年
10
月
末
現
在
、市
内
の

空
き
巣
な
ど
の
認
知
件
数
は
、昨
年

に
比
べ
、大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、短
時
間
で
も
確
実
に
施
錠
を
す

る
こ
と
で
す
。被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
、次
の
こ
と
に
も
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

▽
就
寝
時
や
短
時
間
の
外
出
時
で
も

施
錠
す
る
。

▽
窓
に
は
補
助
錠
を
取
り
付
け
る
。

▽
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

な
ど
の
防
犯
器
具
を
設
置
す
る
。

▽
窓
の
周
辺
に
、足
場
に
な
る
も
の
を

置
か
な
い
。

▽
死
角
を
な
く

し
、見
通
し
を

良
く
す
る
。

▽
留
守
だ
と
気

付
か
れ
な
い

よ
う
に
、郵

便
物
や
新
聞

な
ど
を
ポ
ス
ト
に
た
め
込
ま
な
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
全

安
心

平成25年 平成26年
空き巣 37 81
忍び込み 6 5
居空き 1 0
合計 44 86

■市住宅対象侵入盗認知件数　
　　　　　（各年1 〜 10月）
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託
児　
１
人
３
０
０
円

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

ふ
く
お
か
農
林
漁
業

新
規
就
業
セ
ミ
ナ
ー・就
業
相
談
会

　
農
林
漁
業
を
始
め
て
み
た
い
人
や
農

林
漁
業
事
業
体
へ
の
就
業
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、就
業
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
10
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時
30
分（
受
付

／
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
）

場
所　
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
10
階
会
議
室

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ち
ゅ
う
お
う

多
駅
中
央

街が
い
）

内
容　
就
業
情
報
の
提
供
と
個
別
相
談

※
農
業
法
人
な
ど
へ
の
就
職
面
接
会
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
農
林
水
産
部
経
営

技
術
支
援
課
後
継
人
材
育
成
室

☎（
６
４
３
）３
４
９
５

F（
６
４
３
）３
５
１
６

自
分
好
座
学
級
生
企
画

公
開
講
座

　
「
自
分
好こ
う
ざ座
」は
、65
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
た
、学
び
の
楽
し
さ
を
発
信

す
る
人
材
育
成
学
級
で
す
。今
回
初
め

て
、市
民
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
を

行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、地
域
で
す

ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
内
容
で

す
。子
育
て・福
祉
支
援
関
係
者
を
は
じ

め
、年
齢
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。参
加
は
無
料
で
す
。

○
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
で
遊
ば
る
〜
ん
!!　

直
径
約
25
㎝
の
柔
ら
か
く
小
さ
い

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

す
。体
を
動
か
し
て
心
身
の
健
康
向

上
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
15
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、飲

み
物
、動
き
や
す
い
服
装

○
あ
す
か
ち
ゃ
ん
の
福
笑
い

　

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
あ
す
か
ち
ゃ
ん
」の
巨
大
福
笑
い

を
、グ
ル
ー
プ
対
抗
で
行
い
ま
す
。班

員
の
声
を
頼
り
に
か
わ
い
い
あ
す
か

講
演
講
座

開
催
し
ま
す

電
子
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
講
演
会

　

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
の
普
及
に
よ

り
、私
た
ち
の
生
活
に
対
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。電

子
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
知
り
、電
子
メ

デ
ィ
ア
と
の
正
し
い
付
き
合
い
方
を
考

え
ま
せ
ん
か
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
21
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

演
題　
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
む
し
ば
ま
れ

る
子
ど
も
た
ち

講
師　
黒く

ろ
だ田
可か

な

こ
奈
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
О
法

人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
所
属
）

参
加
費　
３
０
０
円

定
員　
２
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

　今年の冬の電力需給は、最低限必
要な予備率３％を確保できる見通し
ですが、厳冬や発電所のトラブルな
どの場合は、電力不足になるかもし
れず、引き続き節電を続けていく必
要があります。
　そこで、今回は、冬の夕方（午後7
時ごろ）によく使用している電気製
品の節電ポイントを紹介します。
○エアコン

　暖房効率を高めるため、冷気が
入らないように、厚手のカーテン
を使いましょう。室内が乾燥して
いると寒く感じるので、加湿器で
乾燥を防ぎましょう。
○照明

　冬は、日没が早く、照明をつけて
いる時間が長くなります。不要な
照明は小まめに消しましょう。
○温水便座

　便座の暖房は、ふたを開けてい
る場合と閉めている場合では約３
度も温度差が出るという報告があ
ります。便座の暖房を使用してい
るときは、ふたを閉めることを心
掛けましょう。

（出典／経済産業省「冬季の節電メ
ニュー」（平成26年10月））

ち
ゃ
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
22
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
大
会
議
室

定
員　
60
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
12
月
24
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

希
望
講
座
名
、住
所
、氏
名
、性

別
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
結
果
の
ハ
ガ
キ
を
12
月
中
に
発
送
し

ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育

課
社
会
教
育
担
当（
〒
816
ー

０
８
３
１
大
谷
６
ー
24
社
会
教

育
課
）

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

syakai@
city.kasuga.fuk 

uoka.jp0 5 10 15 20 25 30
（％）

エアコン　30％
照明　13％

冷蔵庫　11％
テレビ　6％

電気カーペット　4％
温水便座　2％

電気ポット　2％
食器洗い乾燥機　2％

電気こたつ　1％

パソコン　2％
炊飯器　2％
洗濯・乾燥機　2％

待機電力　5％

その他　18％

家庭における冬（午後7時ごろ）の消費電力
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「
春
日
市
に
は
溝
は
あ
っ
て
も
川
は

な
い
」。こ
れ
は
元
春
日
市
長
の
亀か

め
や谷

長ち
ょ
う
え
い
榮
さ
ん
か
ら
聞
い
た
言
葉
で
す
。地

理
的
に
は「
春
日
市
に
川
が
な
い
」と
い

え
ば
間
違
い
に
な
り
ま
す
が
、地
政
学

的
に
は
こ
れ
ほ
ど
春
日
市
の
水
事
情
を

う
ま
く
表
現
し
た
言
葉
は
な
い
と
思
い

ま
す
。春
日
町
、春
日
市
の
行
政
に
長
く

携
わ
っ
た
亀
谷
さ
ん
の
、農
業
用
水
問

題
や
飲
料
水
確
保
で
の
苦
労
が
し
の
ば

れ
ま
す
。

　

で
は
、本
市
内
を
流
れ
る
川

と
溝
の
実
際
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。「
春
日
市
史
」に
、「
春
日

市
に
は
、牛う

し
く
び頸
川
・
諸
岡
川
・
川

久
保
川
が
あ
り
、ま
た
丘
陵
地

に
は
多
数
の
た
め
池
が
点
在

し
、こ
れ
ら
が
互
い
に
連
な
っ

て
水
系
を
構
成
し
て
い
た
」と

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

溝
と
い
う
の
は
、川
と
川
、

ま
た
は
川
と
た
め
池
な
ど
を

人
為
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

た
め
に
造
成
さ
れ
た
導
水
路

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。そ
こ
で

川
久
保
川
に
つ
い
て
い
え
ば
、

名
前
は「
川
」で
す
が
、水
源
が

寺
田
池
で
、自
然
発
生
流
路
で

は
な
い
の
で
、川
で
は
な
く
溝

の
部
類
に
入
り
ま
す
。

　

資
料
は
大
正
13
年
と
少
し

古
い
の
で
す
が
、「
春
日
市
史
」に
よ

る
と
、春
日
市
域
の
水
路
の
総
延
長
は

１
２
３
㎞
で
、そ
の
う
ち
川
の
部
分
は
、

牛
頸
川
が
２
・
８
㎞
、そ
し
て
諸
岡
川
が

３
・
１
㎞
で
、残
り
の
１
１
７
・
１
㎞
が
、

い
わ
ゆ
る
溝
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。春
日
市
で
の
溝
の
長
さ
は
川
の
実

に
20
倍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

春
日
市
域
の
農
民
は
、昔
水
不
足
に

泣
き
ま
し
た
。し
か
し
、後
に
水
の
恩
人

と
称
え
ら
れ
る
武た

け
す
え末
新し
ん
べ
え

兵
衛
と
、白し
ろ
う
ず水

喜き
し
ろ
う

四
郎
と
い
う
２
人
の
偉
人
が
出
て
、

今
で
は
、た
め
池
の
数
は
県
下
屈
指
の

密
集
度
を
誇
っ
て
い
ま
す
。春
日
市
に

人
為
に
よ
る
水
路
、す
な
わ
ち
溝
が
多

い
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

さ
て
、本
題
の
牛
頸
川
の
こ
と
で
す

が
、そ
の
最
も
古
い
記
録
は
、明
治
13
年

に
完
成
し
た「
福
岡
県
地
理
全
誌
」の
中

に
あ
り
ま
す
。春
日
村
の
条
に
、こ
の

牛
頸
川
の
こ
と
は「
春
日
川
」と
書
か

れ
、そ
の
川
は「
南
、御
笠
郡
牛
頸
村
よ

り
流
れ
来
た
り
、村
の
東
を
過
ぎ
て
、ま

た
御み

か
さ笠
郡
瓦か
わ
ら
だ田
村
界
に
入
る
。長
さ
、

１
５
０
０
間
、幅
５
間
。平
水
３
寸
。満

水
５
尺
」（
１
間
＝
約
１
・
８
m
、１
尺
＝

約
30
㎝
）と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
日
市
郷
土
史
研
究
会　

平ひ
ら
た田
善よ
し
ず
み積

 

春
日
風
土
記

第305号

　
市
内
を
流
れ
る
川
　
そ
の
４

　
　
＝
牛
頸
川（
１
） 

川
と
溝
＝

井相田村 筒井村

JR春日駅

白木原村

小倉村

下白水村

牛頸川

牛
頸
川

御
笠
川

上大利村

春日神社

御笠郡瓦田村

御笠郡牛頸村

那珂郡春日村

明治10年ごろの那珂郡春日村を流れる牛頸川明治10年ごろの那珂郡春日村を流れる牛頸川

※

地
図
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
現
在
の
鉄
道
路
線
を
記

載
し
て
い
ま
す
。

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

平
成
26
年
度
訓
練
生
募
集

　
各
種
職
業
訓
練
科
の
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
。テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己
負
担

が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

○
パ
ソ
コ
ン
初
級
科
２
期（
女
性
限
定・

短
時
間
）

　
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
を
使
う
上
で
基
礎
と
な
る
技
能

を
身
に
付
け
る
講
座
で
す
。

対
象　
公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受

講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、訓
練
を
受
け
て
関

係
職
種
へ
就
職
を
希
望
す
る

女
性

訓
練
期
間　
平
成
27
年
２
月
３
日
㈫

〜
４
月
30
日
㈭

訓
練
場
所　
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｐ

Ｃ
ワ
ー
ク
ス（
筑
後
市
大
字

長な
が
さ
き崎
４
２
４
）

定
員　
20
人

試
験
日　
平
成
27
年
１
月
13
日
㈫

○
パ
ソ
コ
ン
実
務
科（
一
人
親
家
庭
の

父
、母
な
ど
）

　
事
務
で
必
要
な
簿
記
会
計
の
知
識

を
学
び
、パ
ソ
コ
ン
の
技
能
と
正
確

な
操
作
を
基
礎
か
ら
身
に
付
け
ま

す
。

対
象　
次
の
ど
ち
ら
も
満
た
す
人　

▽
公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講

あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、訓
練
を
受
け
て
関
係
職
種
へ

就
職
を
希
望
す
る
人

▽
一
人
親
家
庭
の
父
、母
、ま
た
は
各

福
祉
事
務
所
な
ど
で
作
成
し
た
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
受

講
す
る
人

訓
練
準
備
期
間　
平
成
27
年
１
月
29

日
㈭
〜
２
月
４
日
㈬

訓
練
期
間　
平
成
27
年
２
月
６
日
㈮

〜
４
月
30
日
㈭

訓
練
場
所　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ 

ｔ
o 

Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ（
久
留
米
市
津つ

ぶ
く
ほ
ん
ま
ち

福
本
町

１
６
０
８
ー
３
）

定
員　
15
人

試
験
日　
平
成
27
年
１
月
14
日
㈬

○
医
療
事
務
科
５
期

　
医
療
機
関
の
医
療・
介
護
事
務
員

と
し
て
必
要
な
専
門
基
礎
知
識
を
学

び
ま
す
。

対
象　
公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受

講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、訓
練
を
受
け
て
関

係
職
種
へ
就
職
を
希
望
す
る

人

訓
練
期
間　
平
成
27
年
２
月
３
日
㈫

〜
４
月
30
日
㈭

訓
練
場
所　
パ
ソ
コ
ン
タ
イ
ム（
朝
倉

市
三み

な

ぎ
奈
木
２
１
８
５
ー
１
）

定
員　
25
人

試
験
日　
平
成
27
年
１
月
９
日
㈮

選
考
方
法　
学
科
、面
接

申
込
期
限　
12
月
25
日
㈭

申
込
先　
所
管
の
公
共
職
業
安
定
所

※
申
込
書
は
、所
管
の
公
共
職
業
安
定

所
に
置
い
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
校

☎
０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
５

F
０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
３
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お
ひ
な
様
陶
芸
教
室

レ
ク
書
道
教
室
募
集

○
お
ひ
な
様
陶
芸
教
室

　
か
わ
い
い
お
ひ
な
様
の
焼
き
物
を

玄
関
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
作
成
後
に
焼
い
て
、２
月
中
旬
に

渡
し
ま
す
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
15
日
㈭

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

受
講
料　
２
０
０
０
円（
材
料
費
含

む
）

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　
１
月
10
日
㈯

○
レ
ク
書
道
教
室（
随
時
会
員
募
集
）

　
新
年
に
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。初
心
者
も
歓
迎
で
す
。

日
程　
毎
月
３
回（
木
曜
日
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
ー
24
）

受
講
料　
２
５
０
０
円（
月
額
）

募
集
人
員　
５
人

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、連
絡
先
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　
桃も

も
き
た北

☎
０
８
０（
５
２
０
３
）８
０
７
６

F（
５
８
２
）１
６
５
８

相　

談

全
国一斉

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
が
主
催

す
る
、労
働
ト
ラ
ブ
ル（
賃
金
、残
業
代
、

解
雇
な
ど
）に
関
す
る
電
話
相
談
会
で

す
。

日
時　
12
月
20
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

福
岡
県
司
法
書
士
会
館
３
階

（
福
岡
市
中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
３
ー

２
ー
23
）

※
当
日
は
電
話
相
談
の
み
で
す
。

相
談
電
話
番
号

０
１
２
０（
６
１
０
）２
８
２

※
相
談
日
以
外
で
も
夜
間
に
司
法
書
士

が
労
働
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
会
当
日
以
外
の
電
話
番
号

☎（
７
２
４
）９
５
０
５

問
い
合
わ
せ
先　
司
法
書
士　
増ま

す
だ田

☎
０
９
４
０（
３
５
）７
１
２
５

F
０
９
４
０（
３
５
）７
１
２
６

募　

集

福
岡
県
立
筑
紫
中
央
高
等
学
校

平
成
26
年
度
特
例
措
置
入
学
生
募
集

　
同
校
は
、20
歳
以
上
で
、勉
強
を
や
り

直
し
、高
卒
の
資
格
を
得
た
い
と
考
え

て
い
る
人
で
希
望
す
る
人
に
、５
教
科

に
よ
る
入
学
試
験
で
は
な
く
、特
例
措

置
入
試（
課
題
作
文
と
面
接
）を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

願
書
受
付
期
間　
平
成
27
年
２
月
16
日

㈪
〜
23
日
㈪
正
午（
必
着
）

※
１
月
か
ら
願
書
を
配
布
し
ま
す
。

試
験
日　
平
成
27
年
３
月
10
日
㈫
、11

日
㈬
の
２
日
間

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
校
定
時
制

課
程

☎（
５
８
１
）５
４
７
９

F（
５
８
１
）１
５
８
４

県
立
高
等
学
校
入
学
者

選
抜
定
時
制
課
程
特
例
措
置

　
県
立
高
校
定
時
制
課
程
は
、満
20
歳

以
上
で
入
学
を
希
望
す
る
人
に
対
し
、

学
力
検
査
を
行
わ
ず
、作
文
で
入
学
者

選
抜
を
行
う
特
例
措
置
を
行
っ
て
い
ま

す（
一
部
学
校
を
除
く
）。

　
こ
れ
か
ら
勉
強
を
始
め
て
、高
校
卒

業
資
格
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の

入
学
を
待
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
高
校
入
学
資
格
が
あ
る
満
20
歳

以
上（
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
）の
人

願
書
配
布
場
所・
試
験
会
場　
各
志
願

先
の
高
校

願
書
受
付
期
間　
平
成
27
年
２
月
16
日

㈪
〜
23
日
㈪

※
最
終
日
は
正
午
ま
で
の
受
け
付
け
で

す
。

試
験
日　
平
成
27
年
３
月
10
日
㈫
、11

日
㈬

※
作
文
に
加
え
て
、面
接
を
行
う
学
校

も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
志
願
先
の

高
校
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
教
育
庁
高
校
教
育

課
ま
た
は
志
願
先
高
校

☎（
６
４
３
）３
９
０
４

F（
６
４
３
）３
９
０
６

http://w
w

w
.pref.fukuoka.

lg.jp/contents/teiji.htm
l

そ
の
他

開
催
し
ま
す

個
人
情
報
保
護
法
に
関
す
る
説
明
会

　
県
は
、「
個
人
情
報
保
護
法
に
関
す
る

説
明
会
」を
消
費
者
庁
と
共
催
で
開
催

し
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
平
成
27
年
１
月
30
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
ア
ク
ロ
ス
福
岡（
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
１
ー
１
）

定
員　
７
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

平
成
27
年
１
月
15
日
㈭

（
消
印
有
効
）ま
で
に
、参
加
申

込
票
を
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る
か
、県
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http: 

//w
w

w
.p

re
f.fu

k
u

o
k

a
.

lg.jp/contents/hogohou-
setsum

eikai.htm
l

）を
見
る
か
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
総
務
部
県
民
情
報

広
報
課（
〒
812
ー
８
５
７
５
福

岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）

☎（
６
４
３
）３
１
０
４

F（
６
４
３
）３
１
０
7

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

労
働
力
調
査

　
労
働
力
調
査
は
、総
務
省
統
計
局
と

県
が
毎
月
行
う
、わ
が
国
の
失
業
率
や

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

　
統
計
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
自
宅
に
調

査
の
お
願
い
に
訪
問
し
ま
す
の
で
、そ

の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区　
日
の
出
町
６
丁
目

調
査
期
間　
平
成
27
年
３
月
〜
７
月

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画・
地
域
振
興

部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班
労

働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

知
っ
て
い
ま
す
か

す
ま
い
給
付
金

　
国
土
交
通
省
は
、消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
う
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

新
消
費
税
率（
８
％
）で
住
宅
を
取
得

し
た
人
に
対
し
、収
入
に
応
じ
て
最
大

30
万
円
を
現
金
給
付
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
す
ま
い
給
付
金
事
務

局

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）１
８
６（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、

☎
０
４
５（
３
３
０
）１
９
０
４
に
か

け
て
く
だ
さ
い
。

http://sum
ai-kyufu.jp/
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いきいき体操
　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

ま
と
め
た
、日
本
人
の
が
ん
予
防
の
た

め
に
重
要
な
6
項
目
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。皆
さ
ん
、実
践
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
喫
煙

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。他
人
の
た
ば

こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

⑵
飲
酒

飲
む
場
合
は
、１
日
当
た
り
ア
ル

コ
ー
ル
量
換
算
で
約
23
ｇ
ま
で
。日

本
酒
１
合
、ビ
ー
ル
大
瓶
１
本
、焼

酎
や
泡
盛
２
/
３
合
、ウ
イ
ス
キ
ー

や
ブ
ラ
ン
デ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯（
60
㎖
）、

ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
１
/
３
。

⑶
食
事

▽
減
塩

１
日
当
た
り
の
食
塩
摂
取
量

は
、男
性
が
９ｇ
未
満
、女
性
が

７・５ｇ
未
満
に
。

▽
野
菜
や
果
物
は
豊
富
に
。１
日

４
０
０
ｇ（
野
菜
は
小
鉢
で
５

皿
、果
物
１
皿
く
ら
い
）

▽
飲
食
物
を
熱
い
状
態
で
食
べ
た
り

飲
ん
だ
り
し
な
い
。

⑷
身
体
活
動

今
よ
り
毎
日
10
分
ず
つ
長
く
歩
く

な
ど
、現
在
の
身
体
活
動
量
を
少

し
で
も
増
や
す
。ま
た
、30
分
以
上

の
運
動
を
週
２
日
以
上
行
う
な
ど

運
動
の
習
慣
を
つ
け
る
。

⑸
体
形

中
高
年
期
男
性
の
Ｂ
М
Ｉ（
肥
満
度
）

は
21
〜
27
、中
高
年
期
女
性
で
は
19

〜
25
の
範
囲
内
に
抑
え
る（
Ｂ
М
Ｉ

＝
体
重
㎏
÷（
身
長
m
×
身
長
m
））

⑹
感
染

地
域
の
保
健
所
や
医
療
機
関
で
、

１
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を

受
け
、感
染
し
て
い
る
場
合
は
専
門

医
に
相
談
す
る
。

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
が
ん
予
防

　大胸筋や肩の筋肉を伸ばす体
操です。肩こり予防に効果があり
ます。
胸のストレッチ
⑴体の後ろで、腕を伸ばした状態

で両手を組みます。
⑵ゆっくり息を吸いながら両ひじ

を斜め後ろに伸ばします。
⑶胸を開き、腕の付け根が伸びて

いることを意識して行いましょう。
⑷その状態で約15秒間保持しま

す。

医
師
、歯
科
医
師
、薬
剤
師

届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
医
師
、歯
科
医
師
、薬
剤
師
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
は
、就
業
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、２
年
ご
と
に
住
所
、氏
名
、

そ
の
他
の
事
項
を
届
け
出
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
そ
の
届
け
出
の
年
で
す
。忘

れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限　
平
成
27
年
１
月
15
日
㈭

※
届
出
票
は
、県
内
の
保
健
所
や
保
健

福
祉（
環
境
）事
務
所
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
。ま
た
、県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

届
出
先　
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

や
保
健
福
祉（
環
境
）事
務
所

問
い
合
わ
せ
先　
県
保
健
医
療
介
護
総

務
課

☎（
６
４
３
）３
２
３
８

F（
６
４
３
）３
２
４
１

http://w
w

w
.pref.fukuoka.

lg.jp/contents/ishi-shikaishi-
yakuzaishi-h26.htm

l

福
岡
県
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
改
定

　
10
月
５
日
に
改
定
さ
れ
た「
福
岡
県

最
低
賃
金
」に
引
き
続
き
、「
福
岡
県
特

定
最
低
賃
金
」が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
制
度
は
、働
く
全
て
の
人

の
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
し
て
い
ま

す
。使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

効
力
発
生
日　
12
月
10
日
㈬

業
種・最
低
賃
金（
１
時
間
当
た
り
）

▽
製
鉄
業
、製
鋼・
製
鋼
圧
延
業
、鋼
材

製
造
業　
８
６
５
円

▽
電
子
部
品・
デ
バ
イ
ス・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業　
８
２
１
円

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業　
８
４
４

　
円

▽
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー　
７
９
０

円※
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー
と
は
、

衣・食・住
に
わ
た
る
各
種
の
商
品

を
小
売
り
す
る
事
業
所
で
、そ
の

事
業
所
の
性
格
上
い
ず
れ
が
主
た

る
販
売
商
品
で
あ
る
か
が
判
別
で

き
な
い
事
業
所
で
あ
っ
て
、従
業

者
が
常
時
50
人
以
上
の
も
の
を
指

し
ま
す
。

▽
自
動
車（
新
車
）小
売
業　
８
３
４
円

※
特
定
最
低
賃
金
に
該
当
し
な
い
産
業

は
、福
岡
県
最
低
賃
金（
１
時
間
当
た

り
７
２
７
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

☎（
４
１
１
）４
５
７
８

F（
４
１
１
）２
６
３
３

お
詫
び
と
訂
正

　

12
月
１
日
号
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
温

水
プ
ー
ル
の
年
末
年
始
の
休
み
に
つ
い
て

「
12
月
27
日
㈯
〜
１
月
４
日
㈰ 

正
午
」
と

案
内
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
12

月
28
日
㈰
〜
１
月
４
日
㈰ 

正
午
」で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ

担
当

☎（
５
７
１
）３
２
３
４

F（
５
８
５
）１
６
３
４

チ
ャ
レ
ン
ジ

　
「
や
っ
た
あ
ー
」。子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競

技
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。そ
う

で
す
、小
学
校
長
縄
跳
び
大
会
で

最
高
記
録
を
出
し
た
子
ど
も
16
人

の
喜
び
の
声
で
す
。本
校
か
ら
は
、

６
年
生
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。と
も
に
８
人
の
チ
ー
ム
編

成
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
、夏
休
み

明
け
か
ら
約
２
週
間
、練
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
感
心
し
た
の
は
、縄
に

引
っ
か
か
っ
て
も
、誰
も
そ
の
子

に
文
句
を
言
わ
な
い
で
、励
ま
す

こ
と
で
し
た
。ま
た
、昼
休
み
だ
け

の
練
習
の
は
ず
で
し
た
が
、子
ど

も
た
ち
が「
も
っ
と
練
習
し
た
い
」

と
、朝
の
練
習
も
始
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、縄
を
回
す
ス
ピ
ー
ド

を
決
め
る
た
め
に
、メ
ト
ロ
ノ
ー

ム
を
利
用
し
ま
し
た
。１
チ
ー
ム

の
人
数
が
少
な
い
た
め
に
す
ぐ
に

跳
ば
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。そ
こ

で
、歩
く
よ
う
に
跳
び
越
す
技
も

見
い
だ
し
ま
し
た
。「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」、「
努
力
」、「
創
意
工
夫
」、「
協

力
」な
ど
の
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
で
す
。

　
春
日
原
小
学
校
長　
松ま
つ
も
と本

孝た
か
あ
き明

輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち
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行
く
年
来
る
年
。本
年
最
後
の

市
報
と
な
り
ま
し
た
。師
走
を
迎

え
、何
か
と
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
▼
私
に
と
っ
て
師
走
と

い
え
ば
大
掃
除
で
す
。小
ま
め
に

片
付
け
て
い
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
が
、１
年
分
の
整
理
整
頓
を
こ

の
時
期
に
す
る
た
め
、部
屋
は
引

越
し
さ
な
が
ら
の
様
相
を
呈
し
ま

す
。机
上
を
整
理
し
て
い
る
と
、い

つ
か
読
も
う
と
買
っ
た
本
が
、結

局
１
年
間
積
ま
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
り
、拭
き
掃
除
を
し
て
い

る
と
、ク
モ
の
巣
に
遭
遇
し
た
り

…
毎
年
の
恒
例
行
事
で
す
▼
大
掃

除
で
近
年
新
し
く
加
わ
っ
た
作
業

に
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
デ
ー

タ
削
除
が
あ
り
ま
す
。写
真
や

メ
ー
ル
を
整
理
し
な
が
ら
、こ
の

日
は
夜
中
の
雷
が
す
ご
か
っ
た
な

あ
な
ど
と
、１
年
の
出
来
事
を
振

り
返
り
つ
つ
見
入
っ
て
し
ま
い
、

作
業
が
進
ま
な
い
こ
と
も
し
ば
し

ば
。身
も
心
も
す
っ
き
り
し
て
、新

年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。　
か

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／9時30分〜16時（祝日を除く金曜日は18
時〜20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

子育て支援センター
　　　　　（須玖南2‒120すくすくプラザ内）
　☎（584）1010　F（584）7739

リフレーミングの効果
　私たちは、生まれたときから少しずつ学習を積み重ね、自
分なりの「ものの見方」を形成していきます。同じ事実を見
ても受け取り方や意味付けが異なるのは、それぞれの「もの
の見方」が異なるためです。
　例えば、コップに半分水が入っているとします。あなたは
「半分しかない」と思いますか。それとも「あと半分も残って
いる」と思いますか。このように考えてみると、同じ事実で
あっても、受け取り方によって意味付けが変わってくると
いうことが分かると思います。
　「ものの見方の癖」は、その人らしさとも言えますが、育児
においてはこの「ものの見方」が時に視野を狭くしてしまう
ことがあります。そんなとき、親が「ものの見方」を切り換え
ることで乗り切れる場面がとても多いようです。そのきっ
かけとなる技術に「リフレーミング」（再枠づけ）というもの
があります。

　リフレーミングとはものの見方（枠）を変えるということ
です。
　例えば、「うちの子は友だちが少ない」という言葉をリフ
レーミングすると、「少ない人数の人と親しく付き合うこと
ができる」となります。「うちの子は口数が少ない」という言
葉は「物静か」ということになります。同じ事実ですが、見え
方が変わりますね。このように、「ものの見方」を180度変え
てみることで、「友だちは多い方がいい」「明るくてにぎやか
な方がいい」という親自身の価値観、つまり「ものの見方」か
ら少し自由になれます。
　子育ては一人一人の子どもの個性と向き合う作業です。
その中で親が「こうあるべき」と考える価値観と合わない点
もたくさん出てきます。大切なわが子が相手なだけに、親
も余裕をなくしてしまいがちです。リフレーミングを使っ
てわが子の良いところをもう一度確認してみてはいかがで
しょうか。



市
報

平
成

26年
12月

15日
号

  №
1035　

発
行

／
春

日
市

〒
816−

8501 福
岡

県
春

日
市

原
町

3−
1−

5
 http://w

w
w

.city.kasuga.fukuoka.jp

編
集

／
春

日
市

情
報

政
策

課
情

報
公

開
広

報
担

当
☎

092（
584）1111　

F
092（

584）1142
 info@

city.kasuga.fukuoka.jp

〈広告欄〉 広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

春
日
市
PR大

使
か
す
が
く
ん

奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
☎（
５
０
１
）１
１
４
４
　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

　

小
倉
３
丁
目
に
あ
る
豆ま

め
づ
か
や
ま

塚
山
遺
跡
か
ら
は
、弥
生
時
代
の

甕か
め
か
ん
ぼ

棺
墓
が
４
０
０
基
以
上
も
出
土
し
ま
し
た
。こ
こ
に
埋
葬
さ

れ
て
い
た
人
々
は
、奴な

こ
く国
の
住
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

甕
棺
の
中
に
は
、人
骨
が
良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、約
70
体
分
の
人
骨
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
出
土
人
骨

を
調
査
す
る
こ
と
で
、当
時
こ
の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
た
人
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、春
日
に
住
ん
で
い
た

２
０
０
０
年
前
の
弥
生
時
代
の
人
々
は
、顔
が
面
長
だ
っ
た
こ

と
や
男
性
の
平
均
身
長
が
１
６
２
㎝
ほ
ど
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
は
近
代
に
至
る
ま
で
平
均
身
長
が

１
５
０
㎝
台
後
半

だ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、こ
の
地
域

の
人
た
ち
は
少
し

背
が
高
か
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小
倉
地
区
の
文
化
財

〜
豆
塚
山
遺
跡
の
弥
生
人
骨
〜

豆塚山遺跡から出土した102号甕棺墓の人骨


